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麻酔や神経ブロックは伝達麻酔に含まれる（図11-2）．合併症として，注射
針による損傷，局所麻酔薬によるもの（局所麻酔薬中毒など），その他がある．

4―麻酔の合併症，偶発症
　日本麻酔科学会によれば，麻酔に関連する死亡例は 1 万例につき 6.78 で，
このうち麻酔が原因の死亡率は 0.10 と少ない．死亡原因は術前合併症関連
が 65％と大半を占めることから，術前評価は重要である．

5―疼痛管理（ペインコントロール）
　疼痛を除去するために各種神経ブロックや薬物療法が用いられる．最近で
は，安全な神経ブロックのために超音波や電気刺激によるガイドが用いられ

図 11-2　伝達麻酔
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図 11-1　伝達麻酔
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